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著
者
の
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
の
藤
本
頼
生
准
教
授
は
、

神
道
教
化
論
・
都
市
社
会
と
神
社
・
神
道
と
福
祉
・
神
社
制
度
史

な
ど
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
は
、
筆
者
の
関
心
領

域
で
あ
る
神
社
と
も
密
接
に
関
わ
る
皇
室
の
問
題
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
、
基
本
的
な
事
項
か
ら
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
た
著
書
と

な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、「
象
徴
と
天
皇
」「
譲
位
と
退
位
」「
元
号

と
改
元
」「
大
嘗
祭
」「
皇
室
財
産
」「
海
外
王
室
の
王
位
継
承
」
な

ど
の
皇
室
制
度
を
知
る
た
め
の
二
十
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
譲
位
と
退
位
」
の
章
で
は
譲
位
と
退
位
の
各
々
の

語
句
が
意
味
す
る
基
本
的
な
概
念
を
説
明
、
皇
位
を
受
け
給
う
天

皇
か
ら
見
る
と
「
受
禅
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
な
ど

の
説
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
植
木
直
一
郎
の
分
類
に
倣
い
、
歴
史
的

に
見
た
譲
位
の
形
式
を
、
①
生
理
的
譲
位
、
②
宗
教
的
譲
位
、
③

政
事
的
譲
位
、
④
法
律
的
譲
位
、
⑤
そ
の
他
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
著
者
は
「
近
代
以
前
は
譲
位
が
定
着
し
て
い
た
時
代
」

と
い
え
る
が
、
譲
位
に
伴
う
政
争
な
ど
弊
害
が
少
な
く
な
か
っ
た

た
め
、
明
治
の
皇
室
典
範
に
お
い
て
崩
御
の
み
を
譲
位
の
原
因
と

す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
行

皇
室
典
範
制
定
時
に
お
け
る
、
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
有
無
の
観

点
か
ら
の
譲
位
（
退
位
）
の
可
否
に
つ
い
て
の
議
論
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

本
書
は
こ
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
入
門
書
で
あ
り
な
が
ら
、

基
本
的
事
柄
に
つ
い
て
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
た
正
確
な
知
識
を

押
さ
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
お
よ
び
将
来
の

「
あ
る
べ
き
皇
室
制
度
」
を
考
え
る
た
め
に
極
め
て
有
用
で
あ
る
。

参
考
資
料
と
し
て
、
旧
皇
室
典
範
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た
主
な
皇

室
令
の
一
覧
、
現
行
の
天
皇
・
皇
室
に
関
係
す
る
憲
法
条
文
お
よ

び
皇
室
典
範
、
関
係
法
等
の
枢
要
部
分
が
添
付
さ
れ
て
い
る
の
も

親
切
で
あ
る
。
目
前
に
迫
っ
た
、
憲
政
史
上
初
と
な
る
譲
位
に
よ

る
御
代
替
わ
り
に
向
け
て
、「
日
本
」
の
正
統
で
あ
る
皇
室
制
度

を
理
解
す
る
た
め
の
入
門
書
と
し
て
、
有
志
各
位
に
お
勧
め
す
る

次
第
で
あ
る
。

藤
本
頼
生
著

『
よ
く
わ
か
る
皇
室
制
度
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
九
年
十
一
月　

Ａ
6
判　

一
七
四
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円
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本
書
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
か
ら
発
行
さ
れ

た
『
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史
』（
明
治
神
宮
編
）
の
復
刊
で
あ
る
。

当
時
、
明
治
神
宮
内
に
設
置
さ
れ
た
「
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史

調
査
会
」（
編
集
委
員
長
・
大
石
義
雄
）
に
て
企
画
さ
れ
、
原
案
を

葦
津
珍
彦
が
執
筆
、
編
集
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
旨
が
、
復
刊
に
際

し
て
の
高
山
亨
神
社
新
報
社
社
長
に
よ
る
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
本
書
は
、「
第
一
章　

前
史
―
明
治
維
新
の
思
想
」
か
ら
筆

が
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
単
に
法
律
学
的
に
憲
法
の
条
文
解
釈
を
施

し
た
書
籍
と
は
異
な
り
、
憲
法
制
定
に
携
わ
っ
た
人
々
の
思
想
的

背
景
か
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
壮
大
な
憲
法
制
定
史
で
あ
る
。
岩
倉

具
視
や
伊
藤
博
文
の
強
い
反
対
に
あ
っ
て
審
議
も
さ
れ
ず
に
廃
案

に
さ
れ
た
元
老
院
の
国
憲
案
の
草
案
な
ど
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
。
特
に
「
第
十
四
章　

朝
野
激
突
の
波
瀾
」「
第
十
五

章　

朝
野
の
対
立
か
ら
合
流
へ
」
で
は
、
憲
法
典
の
草
案
起
草
直

前
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
治
的
状
況
が
活
写
さ
れ
て
お
り
、
読
み

物
と
し
て
も
面
白
い
。「
第
十
六
章　

憲
法
典
の
起
草
検
討
」
で

は
、
井
上
毅
が
起
草
案
を
作
成
し
、「
社
会
的
君
主
主
義
者
」
ロ

エ
ス
ラ
ー
な
ど
に
批
判
を
受
け
て
甲
乙
二
私
案
を
作
成
し
、
そ
れ

を
受
け
て
伊
藤
博
文
や
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
に
よ
り
修

正
が
加
え
ら
れ
て
い
き
、
そ
こ
に
は
起
草
者
の
井
上
毅
は
諸
事
情

に
よ
り
ほ
と
ん
ど
関
与
せ
ず
に
物
事
が
進
め
ら
れ
て
い
く
過
程
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
書
に
は
「
皇
室
典
範
制
定
史
」
も

収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
復
刊
に
あ
た
り
附
録
と
さ
れ
た
葦
津
珍
彦

『
明
治
憲
法
の
制
定
史
話
』
は
別
冊
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の

「
跋
文
」
に
お
い
て
、
大
石
義
雄
は
「
大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
明

治
天
皇
が
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
を
体
し
て
欽
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
精
神
的
基
礎
を
為
す
日
本
思
想
を
理

解
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
史
を
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
大
日
本
帝
国
憲
法
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進
路
を
示
す
光
と
し
て
今
も
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
御
代
替
わ
り
を
直
前
に
控
え
た
今
、

本
書
を
お
薦
め
す
る
所
以
で
あ
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史
調
査
会
著

『
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
三
十
年
二
月　

Ａ
5
判　

八
七
八
頁　

本
体
一
六
〇
〇
〇
円
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著
者
の
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
の
武
田
幸
也
助
教
は
、

近
代
に
お
け
る
神
宮
史
を
神
宮
教
な
ど
の
教
化
活
動
に
か
か
わ
る

組
織
と
思
想
の
内
実
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
側
面
か
ら
、
一

貫
し
て
研
究
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
の
「
は
じ
め
に
」

で
著
者
は
、
明
治
五
年
に
設
立
さ
れ
た
神
宮
教
院
・
神
宮
教
会
を

基
盤
に
展
開
し
た
神
宮
の
教
化
活
動
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
近
代
の
神
道
が
教
化
と
い
う
問
題
に
対
峙
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う

な
制
度
・
組
織
や
教
説
・
思
想
を
歴
史
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か
を
明
か
に
し
、
教
化
と
い
う
視
点
か
ら
近
代
神
道
史
を
再
検
討

し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
著
者
は
、
神

宮
教
院
か
ら
戦
後
の
神
社
神
道
に
い
た
る
神
宮
の
教
化
活
動
の
歴

史
を
、「
祭
教
分
離
」
や
「
神
社
非
宗
教
論
」
等
を
背
景
と
す
る

制
度
的
枠
組
み
の
中
に
お
い
て
、
神
道
信
仰
の
宣
揚
に
努
力
し
続

け
た
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
神
宮
の
教
化
活
動
は
戦
後
の
制

度
的
改
変
を
通
じ
て
な
お
、
現
在
の
神
社
本
庁
や
戦
後
の
神
道
人

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
神
宮
奉
斎
会
会
長
も
務

め
た
今
泉
定
助
の
皇
道
発
揚
運
動
を
分
析
す
る
章
で
は
、
今
泉
が

様
々
な
事
情
に
よ
り
会
勢
が
減
退
し
て
い
く
奉
斎
会
を
立
て
直
し
、

活
動
の
軸
足
を
講
演
活
動
や
伊
勢
参
宮
の
励
行
な
ど
に
移
し
つ
つ

奉
斎
会
の
枠
組
み
を
超
え
た
思
想
活
動
を
展
開
す
る
様
子
が
、
彼

の
超
宗
教
化
し
て
い
く
神
道
思
想
の
内
実
的
分
析
も
含
め
活
写
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
史
料
を
丹
念
に
読
み
解
き
、
神
宮
の
活
動
に
関
わ
る
組
織
の
展

開
や
人
物
の
動
向
、
思
想
的
展
開
ま
で
も
が
詳
し
く
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
近
代
の
神
宮
史
は
こ
れ
か
ら
本
書
を
重
要
な
研
究
成

果
と
し
て
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
今
後

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
神
宮
奉
斎
会
本
院
を
含
め
た
中
央
の
動
向

に
つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
中
央
の
方
針
を
受
け

た
地
方
の
活
動
は
明
ら
か
で
な
く
、
特
に
関
連
し
て
各
地
域
の
奉

斎
会
の
関
係
者
と
神
職
や
教
派
神
道
教
師
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
の
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
有
志
各
位
に
広
く
お
勧
め

す
る
。

武
田
幸
也
著

『
近
代
の
神
宮
と
教
化
活
動
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
三
十
年
四
月　

Ａ
5
判　

四
八
〇
頁　

本
体
六
七
〇
〇
円
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幕
末
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
歴
史
は
主
と
し
て
武
家
を
主
人
公

と
し
、
公
家
た
ち
は
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
る
優
柔
不
断
な
脇
役
と
し

て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
公
武
合
体
か
ら
王
政
復
古

ま
で
、
歴
史
的
に
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
武
力
こ
そ

持
た
な
い
も
の
の
、
天
皇
復
権
の
た
め
に
志
士
た
ち
を
扇
動
し
、

大
名
と
交
渉
を
重
ね
た
公
家
た
ち
の
歴
史
的
役
割
は
こ
れ
ま
で
等

閑
視
さ
れ
て
き
た
。

　
「w

eb

中
公
新
書
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
著
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
幕
末
に
お
け
る
公
家
た
ち
の
通
史
（
本
書
）

を
著
す
に
あ
た
り
、
正
親
町
三
条
（
嵯
峨
）
実
愛
を
「
隠
れ
主
人

公
」
と
し
、
関
白
、
議
奏
、
武
家
伝
奏
を
重
要
な
脇
役
と
し
て
置

き
、
正
親
町
三
条
の
盟
友
中
山
忠
能
、
宗
家
の
三
条
実
美
、
政
治

的
な
相
手
で
あ
る
岩
倉
具
視
、
大
原
重
徳
な
ど
も
脇
役
と
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
公
家
へ
の
低
評
価
の
原
因
は
、
江
戸
時

代
以
降
の
公
家
に
関
す
る
研
究
の
遅
れ
に
よ
り
、
彼
ら
の
本
当
の

姿
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
と
著
者
は
語
る
。
岩
倉
具
視

だ
け
が
「
策
士
」
な
の
で
な
く
、
三
条
実
美
も
決
し
て
気
弱
で
は

な
く
、
大
原
重
徳
は
頑
固
で
強
直
で
あ
り
、
正
親
町
三
条
実
愛
は

政
治
的
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
長
け
て
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
。
公

家
に
も
武
家
と
同
じ
よ
う
に
開
国
容
認
派
、
穏
健
的
尊
攘
派
、
急

進
的
尊
攘
派
な
ど
様
々
な
立
場
が
あ
り
、
相
克
が
あ
っ
た
の
だ
。

本
書
は
、
当
時
の
公
家
た
ち
の
政
治
的
動
向
を
細
か
く
追
う
こ
と

で
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
岩
倉
具
視
や
三
条
実
美
等
の
新

政
府
の
重
鎮
が
幕
末
期
に
実
際
に
朝
廷
内
で
活
躍
し
た
期
間
は
短

い
こ
と
、
関
白
、
議
奏
、
武
家
伝
奏
な
ど
朝
議
の
主
要
メ
ン
バ
ー

の
み
な
ら
ず
、
下
位
の
公
家
た
ち
も
朝
廷
の
意
思
決
定
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
王
政
復
古
に
至
り
公
家
に
お
け
る
激
し
い

政
治
闘
争
は
一
区
切
り
を
迎
え
、
朝
議
等
で
枢
要
で
あ
っ
た
摂
家

な
ど
も
京
か
ら
追
放
さ
れ
、
一
方
で
岩
倉
具
視
や
三
条
実
美
が
復

活
し
急
激
に
台
頭
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
旧
来
か
ら
の
公
家
の
慣

習
も
説
明
さ
れ
、
具
体
的
な
有
職
故
実
に
つ
い
て
も
知
見
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
読
を
お
勧
め
す
る
。

刑
部
芳
則
著

『
公
家
た
ち
の
幕
末
維
新
―
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
華
族
誕
生
へ
―
』

　
　

中
央
公
論
新
社　

平
成
三
十
年
七
月　

新
書
判　

三
二
〇
頁　

本
体
九
〇
〇
円
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「
国
家
神
道
」
は
、
近
代
日
本
社
会
を
特
徴
づ
け
る
重
要
概
念

の
一
つ
と
見
な
さ
れ
、
戦
後
日
本
の
政
策
・
社
会
運
動
・
宗
教
運

動
な
ど
を
背
景
に
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
実

践
と
も
絡
ん
だ
激
し
く
妥
協
の
な
い
対
立
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で

は
、
専
門
家
集
団
に
よ
る
最
先
端
の
研
究
成
果
と
、
広
く
流
布
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
が
大
き
く
乖
離
し
て
お
り
、
そ
こ
を
不
思
議

な
相
互
無
関
心
が
支
配
し
て
、
い
ま
も
研
究
の
帰
趨
が
定
ま
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
た
め
、「
国
家
神
道
」
を
研
究

す
る
と
い
う
営
為
そ
の
も
の
を
、
戦
後
史
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う

と
し
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
史
学
会
第
一
一
五
回
大
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
戦
後
の
な
か
の
「
国
家
神
道
」」
を
基
に
編
集
さ
れ
た

本
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
本
論
お
よ
び
附
録
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
論
は
、

明
治
維
新
期
か
ら
戦
後
初
期
ま
で
を
対
象
に
し
た
Ⅰ
部
「「
国
家

神
道
」
ま
で
」（
藤
田
大
誠
「「
国
家
神
道
」
概
念
の
近
現
代
史
」、
苅
部

直
「「
国
家
神
道
」
と
南
原
繁
」）、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
を

中
心
に
、「
国
家
神
道
」
が
今
日
の
通
俗
的
な
用
法
の
よ
う
な
形
で

定
着
す
る
過
程
を
論
じ
た
Ⅱ
部
「「
国
家
神
道
」
を
つ
く
る
」（
昆

野
伸
幸
「
村
上
重
良
「
国
家
神
道
」
論
再
考
」、
須
賀
博
志
「
戦
後
憲
法
学

に
お
け
る
「
国
家
神
道
」
像
の
形
成
」）、
八
〇
年
代
以
降
を
扱
う
Ⅲ
部

「「
国
家
神
道
」
の
こ
れ
か
ら
」（
谷
川
穣
「「
国
家
神
道
」
論
の
現
状

を
ど
う
み
る
か
」、
山
口
輝
臣
「「
国
家
神
道
」
を
ど
う
す
る
か
」）
の
三

部
構
成
。
い
ず
れ
も
、「「
国
家
神
道
」
を
研
究
す
る
こ
と
そ
れ
自

体
を
、
よ
り
広
く
戦
後
の
政
治
史
・
思
想
史
・
宗
教
史
・
社
会
運

動
史
な
ど
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
」
を
企
図
し
て
お
り
、
単
な

る
研
究
史
の
整
理
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
関
連
す
る
テ
ー
マ

を
扱
っ
た
十
の
コ
ラ
ム
が
置
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
巻
末
の
附
録

「「
国
家
神
道
」
関
連
年
表
」「「
国
家
神
道
」
主
要
文
献
抜
粋
」「「
国

家
神
道
」
研
究
主
要
参
考
文
献
」
も
、
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。

　

論
考
・
コ
ラ
ム
・
附
録
に
よ
っ
て
、
論
点
の
視
野
の
多
角
化
と
、

今
後
の
研
究
の
基
盤
と
を
図
ろ
う
と
い
う
意
欲
に
溢
れ
て
お
り
、

読
み
応
え
の
あ
る
一
冊
で
あ
る
。

山
口
輝
臣
編
　
　〈
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
叢
書
〉

『
戦
後
史
の
な
か
の
「
国
家
神
道
」』
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